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(57)【要約】
【課題】フレームの内部への液体の浸入を抑制できる電
気接続箱を提供する。
【解決手段】電気接続箱１は、上縁部に切欠き部が形成
された側壁２２Ａと、切欠き部の下方において側壁から
膨出している膨出部３０と、膨出部に対して上側に位置
し、かつ側壁とつながっているフレーム側係合部２７Ａ
と、を有するフレーム２と、フレーム側係合部と係合す
るカバー側係合部７３Ａを有し、切欠き部を介してフレ
ームから引き出される電線および膨出部を上方から覆う
サイドカバー７と、を備え、膨出部には、フレーム側係
合部の下端に配置された開口３８ａを有し、開口と膨出
部よりも下方の空間とを連通する排出孔３８が形成され
ている。
【選択図】図１４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上縁部に切欠き部が形成された側壁と、前記切欠き部の下方において前記側壁から膨出
している膨出部と、前記膨出部に対して上側に位置し、かつ前記側壁とつながっているフ
レーム側係合部と、を有するフレームと、
　前記フレーム側係合部と係合するカバー側係合部を有し、前記切欠き部を介して前記フ
レームから引き出される電線および前記膨出部を上方から覆うサイドカバーと、
　を備え、
　前記膨出部には、前記フレーム側係合部の下端に配置された開口を有し、前記開口と前
記膨出部よりも下方の空間とを連通する排出孔が形成されている
　ことを特徴とする電気接続箱。
【請求項２】
　前記開口の一部は、前記フレーム側係合部よりも前記側壁とは反対側に位置している
　請求項１に記載の電気接続箱。
【請求項３】
　前記膨出部は、前記フレーム側係合部に対して前記側壁とは反対側に位置する隆起部を
有し、
　前記隆起部は、前記開口よりも上方の位置まで隆起しており、かつ前記カバー側係合部
の下部と対向している
　請求項１または２に記載の電気接続箱。
【請求項４】
　前記膨出部は、前記隆起部と前記フレーム側係合部との隙間から前記膨出部の縁まで延
在する第一の溝を有し、
　前記第一の溝は、前記隆起部と前記フレーム側係合部とが対向する方向と交差する方向
に延在し、かつ前記膨出部の側方の空間に向けて開放している
　請求項３に記載の電気接続箱。
【請求項５】
　前記フレーム側係合部は、前記側壁とつながっている基部と、前記基部から上方に向け
て突出しており、かつ前記側壁と対向している係合部本体と、を有し、
　前記基部の上面は、前記開口よりも上方に位置しており、前記フレーム側係合部と前記
側壁との隙間から前記開口へと液体を導く誘導路を有する
　請求項１から３の何れか１項に記載の電気接続箱。
【請求項６】
　前記フレーム側係合部は、前記側壁とつながっている基部と、前記基部から上方に向け
て突出しており、かつ前記側壁と対向している係合部本体と、を有し、
　前記基部の上面は、前記開口よりも上方に位置しており、前記フレーム側係合部と前記
側壁との隙間から前記第一の溝へと液体を導く誘導路を有する
　請求項４に記載の電気接続箱。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気接続箱に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、内部への水の浸入を抑制する電気接続箱がある。特許文献１には、ロアケースと
、ロアケースに組付けられるアッパーケースとを備える電気接続箱が開示されている。特
許文献１の電気接続箱において、アッパーケースは、ロアケースの内面に対向する内壁と
、ロアケースの外面に対向する外壁と、を備え、外壁は、ロアケースの外面に密着する第
１壁部と、第１壁部の上方に連なる第２壁部とを有する。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１７－５７９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　内部への水の浸入を抑制することについて、なお改良の余地がある。例えば、出願人は
、上縁部に切欠き部が形成された側壁を有するフレームと、切欠き部を介して引き出され
る電線を上方から覆うサイドカバーと、を有する電気接続箱について検討している。この
ような電気接続箱において、フレームの内部への液体の浸入を抑制できることが望ましい
。
【０００５】
　本発明の目的は、フレームの内部への液体の浸入を抑制できる電気接続箱を提供するこ
とである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の電気接続箱は、上縁部に切欠き部が形成された側壁と、前記切欠き部の下方に
おいて前記側壁から膨出している膨出部と、前記膨出部に対して上側に位置し、かつ前記
側壁とつながっているフレーム側係合部と、を有するフレームと、前記フレーム側係合部
と係合するカバー側係合部を有し、前記切欠き部を介して前記フレームから引き出される
電線および前記膨出部を上方から覆うサイドカバーと、を備え、前記膨出部には、前記フ
レーム側係合部の下端に配置された開口を有し、前記開口と前記膨出部よりも下方の空間
とを連通する排出孔が形成されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係る電気接続箱において、膨出部には、フレーム側係合部の下端に配置された
開口を有し、開口と膨出部よりも下方の空間とを連通する排出孔が形成されている。本発
明に係る電気接続箱によれば、側壁の近傍に液体が滞留することを抑制し、フレームの内
部への液体の浸入を抑制できるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、実施形態に係る電気接続箱の斜視図である。
【図２】図２は、実施形態に係る電気接続箱の分解斜視図である。
【図３】図３は、実施形態に係るフレームおよびブロックの平面図である。
【図４】図４は、実施形態に係るフレームおよびブロックの斜視図である。
【図５】図５は、実施形態に係る膨出部の斜視図である。
【図６】図６は、実施形態に係る膨出部の平面図である。
【図７】図７は、実施形態に係る膨出部の断面図である。
【図８】図８は、実施形態に係るフレームの断面図である。
【図９】図９は、実施形態に係るフレームの他の断面図である。
【図１０】図１０は、フレームに対するサイドカバーおよび端子付き電線の組み付けを説
明する斜視図である。
【図１１】図１１は、実施形態に係る端子付き電線の斜視図である。
【図１２】図１２は、実施形態に係るサイドカバーの斜視図である。
【図１３】図１３は、実施形態に係るサイドカバーの平面図である。
【図１４】図１４は、実施形態に係る排出経路を説明する断面斜視図である。
【図１５】図１５は、実施形態に係る排出経路を説明する断面斜視図である。
【図１６】図１６は、実施形態に係る排出経路を説明する斜視図である。
【図１７】図１７は、実施形態に係る排出経路を説明する断面図である。
【発明を実施するための形態】
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【０００９】
　以下に、本発明の実施形態に係る電気接続箱につき図面を参照しつつ詳細に説明する。
なお、この実施形態によりこの発明が限定されるものではない。また、下記の実施形態に
おける構成要素には、当業者が容易に想定できるものあるいは実質的に同一のものが含ま
れる。
【００１０】
［実施形態］
　図１から図１７を参照して、実施形態について説明する。本実施形態は、電気接続箱に
関する。図１は、実施形態に係る電気接続箱の斜視図、図２は、実施形態に係る電気接続
箱の分解斜視図、図３は、実施形態に係るフレームおよびブロックの平面図、図４は、実
施形態に係るフレームおよびブロックの斜視図、図５は、実施形態に係る膨出部の斜視図
、図６は、実施形態に係る膨出部の平面図、図７は、実施形態に係る膨出部の断面図、図
８は、実施形態に係るフレームの断面図、図９は、実施形態に係るフレームの他の断面図
、図１０は、フレームに対するサイドカバーおよび端子付き電線の組み付けを説明する斜
視図である。図７には、図６のVII－VII断面が示されている。図８には、図６のVIII－VI
II断面が示されている。図９には、図６のIX－IX断面が示されている。
【００１１】
　図１および図２に示すように、実施形態の電気接続箱１は、フレーム２と、アッパカバ
ー３と、ロアカバー４と、ブロック５と、ボルトユニット６と、サイドカバー７と、を有
する。電気接続箱１は、自動車等の車両に搭載され、例えば、エンジンコンパートメント
に配置される。電気接続箱１は、収容する電子部品の種類に応じてジャンクションボック
ス、ヒューズボックス、リレーボックスなどとも呼ばれる場合があるが、本実施形態では
これらを総称して「電気接続箱」と呼ぶ。電気接続箱１は、電線１５と共にワイヤハーネ
スＷＨを構成する。フレーム２、アッパカバー３、ロアカバー４、ブロック５、およびサ
イドカバー７は、例えば、絶縁性の合成樹脂によって形成される。
【００１２】
　図２および図３に示すように、フレーム２は、フレーム本体２０と、二つの固定部２１
Ａ，２１Ｂと、膨出部３０と、を有する。フレーム本体２０は、筒状に形成されており、
軸方向Ｚの両端が開口している。より詳しくは、フレーム本体２０は、第一開口２０ｕお
よび第二開口２０ｄを有する。第一開口２０ｕは、フレーム本体２０における軸方向Ｚの
一端に位置しており、第二開口２０ｄは、フレーム本体２０における軸方向Ｚの他端に位
置している。フレーム２は、第二開口２０ｄが下方を向く姿勢で車両に搭載される。
【００１３】
　フレーム本体２０は、第一側壁２２Ａ、第二側壁２２Ｂ、第三側壁２２Ｃ、および第四
側壁２２Ｄを有する。第一側壁２２Ａ、第二側壁２２Ｂ、第三側壁２２Ｃ、および第四側
壁２２Ｄは、フレーム本体２０の外壁２０ｔを構成しており、軸方向Ｚに沿って延在して
いる。第一側壁２２Ａと第二側壁２２Ｂとが互いに対向しており、第三側壁２２Ｃと第四
側壁２２Ｄとが互いに対向している。四つの側壁２２Ａ，２２Ｂ，２２Ｃ，２２Ｄにより
、断面形状が略矩形の筒部が構成されている。
【００１４】
　以下の説明では、第一側壁２２Ａと第二側壁２２Ｂとが対向する方向を「第一方向Ｘ」
と称し、第三側壁２２Ｃと第四側壁２２Ｄとが対向する方向を「第二方向Ｙ」と称する。
第一方向Ｘと第二方向Ｙとは直交している。また、第一方向Ｘおよび第二方向Ｙは、軸方
向Ｚと直交している。実施形態の電気接続箱１は、軸方向Ｚが車両上下方向と一致するよ
うに、または軸方向Ｚが車両上下方向に沿うように、自動車等の車両に搭載される。
【００１５】
　アッパカバー３は、フレーム本体２０の第一開口２０ｕを閉塞するカバーである。図２
に示すように、アッパカバー３は、複数の係合部３ａを有する。係合部３ａは、フレーム
２のフレーム本体２０に設けられた係合部２０ａと係合する。ロアカバー４は、フレーム
本体２０の第二開口２０ｄを閉塞するカバーである。ロアカバー４は、複数の係合部４ａ
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を有する。係合部４ａは、フレーム２のフレーム本体２０に設けられた係合部２０ｂと係
合する。
【００１６】
　図３および図４に示すように、ブロック５は、フレーム２の内部に収容され、フレーム
２によって保持される。ブロック５は、リレー１０やヒューズ１１等の電子部品、ボルト
ユニット６、バスバ８等を保持している。ボルトユニット６は、雄ねじ部６２を有する。
雄ねじ部６２は、バスバ８の貫通孔８４ａを貫通して上方に向けて突出している。
【００１７】
　フレーム２は、ボルトユニット６を三方から囲む仕切壁２４を有する。仕切壁２４は、
後述する切欠き部２６に向けて開口している。仕切壁２４は、フレーム２の内部空間を第
一収容空間２ａと第二収容空間２ｂとに仕切っている。第一収容空間２ａは、ボルトユニ
ット６を収容する空間である。第二収容空間２ｂは、リレー１０やヒューズ１１等の電子
部品を収容する空間である。
【００１８】
　図３に示すように、第二固定部２１Ｂは、第二側壁２２Ｂに配置されている。第二固定
部２１Ｂは、第二側壁２２Ｂの下端から第一方向Ｘに向けて突出している。第二固定部２
１Ｂは、締結部材が挿通される貫通孔２１ｄを有する。第二固定部２１Ｂは、締結部材に
よって車体に対して固定される。フレーム２は、第二固定部２１Ｂに隣接する半筒部２５
を有する。電子部品に接続された電線は、半筒部２５を介してフレーム本体２０から引き
出される。
【００１９】
　図３および図４に示すように、フレーム２は、膨出部３０を有する。膨出部３０は、第
一側壁２２Ａから第一方向Ｘに向けて張り出した部分である。膨出部３０の膨出方向は、
第一方向Ｘに沿って第二側壁２２Ｂから遠ざかる方向である。つまり、膨出部３０は、フ
レーム２の外部空間に向けて膨出している。膨出部３０は、第一側壁２２Ａにおける下側
の領域に配置されている。膨出部３０は、主部３１と、脚部３２と、を有する。主部３１
は、略直方体形状を有しており、第一側壁２２Ａにつながっている。主部３１は、サイド
カバー７と協働して、端子付き電線１３の一部を収容する閉空間を形成する。主部３１は
、サイドカバー７の開口を閉塞し、サイドカバー７の内部への液体の浸入を規制する。
【００２０】
　脚部３２は、主部３１の下端から下方に向けて突出している。膨出部３０は、主部３１
および脚部３２に共通の外壁３６を有する。外壁３６は、膨出部３０における膨出方向の
先端部に位置する壁部である。外壁３６の外側面は、膨出部３０の先端面３０ａである。
第一固定部２１Ａは、膨出部３０の先端面３０ａに配置されている。第一固定部２１Ａは
、先端面３０ａの下端から第一方向Ｘに向けて突出している。第一固定部２１Ａは、ボル
ト等の締結部材が挿通される貫通孔２１ｃを有している。第一固定部２１Ａは、締結部材
によって車体に対して固定される。脚部３２は、フレーム本体２０を支持するブラケット
としての機能を有している。
【００２１】
　第一側壁２２Ａは、切欠き部２６を有する。端子付き電線１３は、切欠き部２６を介し
てフレーム２から引き出される。切欠き部２６の位置は、第一方向Ｘにおいてボルトユニ
ット６と対向する位置である。切欠き部２６は、第一側壁２２Ａの上縁部２２ｕに形成さ
れている。切欠き部２６は、第一側壁２２Ａの上端２２ｅから下方に向けて軸方向Ｚに沿
って延在している。切欠き部２６の下端は、主部３１の上面３１ａの近傍に位置している
。切欠き部２６の下部は、切欠き部２６の上部よりも第二方向Ｙの幅が狭くなっている。
サイドカバー７は、上方からスライドしながら切欠き部２６に取り付けられ、切欠き部２
６を閉塞する。
【００２２】
　第一側壁２２Ａには、一対のフレーム側係合部２７Ａ，２７Ｂが設けられている。図５
および図６に示すように、フレーム側係合部２７Ａ，２７Ｂは、基部２７ｃおよび係合部
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本体２７ｄを有する。基部２７ｃは、第一側壁２２Ａとつながっており、第一側壁２２Ａ
から第一方向Ｘに沿って突出している。基部２７ｃの形状は、平板形状である。基部２７
ｃは、上面２７ｅおよび下面２７ｆを有する。上面２７ｅは、上方を向く面であり、係合
部本体２７ｄと第一側壁２２Ａとの間、および係合部本体２７ｄの側方に位置している。
下面２７ｆは、下方を向く面である。下面２７ｆは、図８および図９に示すように、第一
排出孔３８および第二排出孔３９に向けて露出している。
【００２３】
　係合部本体２７ｄは、基部２７ｃから上方に向けて突出している。より詳しくは、係合
部本体２７ｄは、基部２７ｃにおける突出方向の先端につながっており、基部２７ｃの先
端から上方に向けて延在している。係合部本体２７ｄは、第一方向Ｘにおいて第一側壁２
２Ａから離間しており、かつ第一側壁２２Ａと対向している。第一側壁２２Ａと係合部本
体２７ｄとの間の隙間の大きさは、後述するカバー側係合部７３Ａ，７３Ｂが入り込むこ
とを許容する程度の大きさである。
【００２４】
　本実施形態の係合部本体２７ｄの形状は、略直方体形状である。係合部本体２７ｄは、
前面２７ｇおよび背面２７ｈを有する。背面２７ｈは、第一側壁２２Ａと対向する面であ
る。前面２７ｇは、第一側壁２２Ａとは反対側を向く面である。前面２７ｇには、凹部２
７ｊが形成されている。凹部２７ｊは、カバー側係合部７３Ａ，７３Ｂの突起７３ｇを係
止する。
【００２５】
　膨出部３０において、一対のフレーム側係合部２７Ａ，２７Ｂの間には、凹部３３が形
成されている。凹部３３は、上方を向く開口３３ａを有しており、下方に向けて凹んでい
る。軸方向Ｚと直交する断面における凹部３３の断面形状は、略矩形である。第二方向Ｙ
において、凹部３３が形成されている範囲は、一方のフレーム側係合部２７Ａから他方の
フレーム側係合部２７Ｂまでである。第一方向Ｘにおいて、凹部３３が形成されている範
囲は、第一側壁２２Ａから外壁３６までである。
【００２６】
　凹部３３の内部には、第一仕切壁３３ｂおよび第二仕切壁３３ｃが設けられている。第
一仕切壁３３ｂおよび第二仕切壁３３ｃは、凹部３３の底壁３３ｄから上方に向けて突出
している。第一仕切壁３３ｂおよび第二仕切壁３３ｃにより、凹部３３の内部空間３７が
四つの小空間３７ａ，３７ｂ，３７ｃ，３７ｄに仕切られている。第一仕切壁３３ｂは、
第一方向Ｘに沿って延在しており、凹部３３の内壁３３ｆ，３３ｇをつないでいる。内壁
３３ｆ，３３ｇは、第一方向において互いに対向している。第二仕切壁３３ｃは、第二方
向Ｙに沿って延在しており、凹部３３の内壁３３ｈ，３３ｉをつないでいる。内壁３３ｈ
，３３ｉは、第二方向Ｙにおいて互いに対向している。第一仕切壁３３ｂおよび第二仕切
壁３３ｃは、凹部３３の内部において交差している。本実施形態では、第一仕切壁３３ｂ
と第二仕切壁３３ｃとが直交している。
【００２７】
　凹部３３の底壁３３ｄには、凹部３３の内部空間３７と下方の空間とを連通する孔部３
３ｅが設けられている。孔部３３ｅは、第一仕切壁３３ｂと第二仕切壁３３ｃとが交差す
る交差部に配置されている。孔部３３ｅは、膨出部３０よりも下方の空間に向けて開口し
ている。本実施形態の電気接続箱１では、膨出部３０の下部はロアカバー４等によって覆
われておらず、外部空間に向けて露出している。従って、孔部３３ｅは、凹部３３の内部
空間３７と、電気接続箱１の外部空間とを連通している。
【００２８】
　孔部３３ｅは、四つの小空間３７ａ，３７ｂ，３７ｃ，３７ｄのそれぞれにつながって
いる。言い換えると、孔部３３ｅの上端は、四つの小空間３７ａ，３７ｂ，３７ｃ，３７
ｄのそれぞれに一つの開口を有する。つまり、四つの小空間３７ａ，３７ｂ，３７ｃ，３
７ｄに流入した液体は、一つの孔部３３ｅによって下方の空間に排出される。
【００２９】
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　図６から図９に示すように、膨出部３０には、第一排出孔３８および第二排出孔３９が
形成されている。第一排出孔３８は、一方のフレーム側係合部２７Ａに対応する排出孔で
あり、第二排出孔３９は、他方のフレーム側係合部２７Ｂに対応する排出孔である。第一
排出孔３８は、開口３８ａおよび通路３８ｂを有する。開口３８ａは、フレーム側係合部
２７Ａの下端に配置されており、フレーム側係合部２７Ａの下端を囲んでいる。図８に示
すように、開口３８ａの一部３８ｃは、フレーム側係合部２７Ａよりも第一側壁２２Ａと
は反対側に位置している。言い換えると、開口３８ａの少なくとも一部は、フレーム側係
合部２７Ａに対して第一側壁２２Ａとは反対側の位置において上方に向けて開放している
。
【００３０】
　通路３８ｂは、開口３８ａから下方に向けて軸方向Ｚに沿って延在している。軸方向Ｚ
と直交する断面における通路３８ｂの断面積は、開口３８ａの開口面積よりも大きい。例
えば、図８に示すように、第一方向Ｘにおいて、通路３８ｂの幅は、開口３８ａの幅より
も大きい。通路３８ｂは、主部３１の下端において、電気接続箱１の外部空間に向けて開
放している。
【００３１】
　第二排出孔３９は、開口３９ａおよび通路３９ｂを有する。開口３９ａは、フレーム側
係合部２７Ｂの下端に配置されており、フレーム側係合部２７Ｂの下端を囲んでいる。図
９に示すように、開口３９ａの一部３９ｃは、フレーム側係合部２７Ｂよりも第一側壁２
２Ａとは反対側に位置している。言い換えると、開口３９ａの少なくとも一部は、フレー
ム側係合部２７Ｂに対して第一側壁２２Ａとは反対側の位置において上方に向けて開放し
ている。
【００３２】
　通路３９ｂは、開口３９ａから下方に向けて軸方向Ｚに沿って延在している。軸方向Ｚ
と直交する断面における通路３９ｂの断面積は、開口３９ａの開口面積よりも大きい。例
えば、図９に示すように、第一方向Ｘにおいて、通路３９ｂの幅は、開口３９ａの幅より
も大きい。通路３９ｂは、主部３１の下端において、電気接続箱１の外部空間に向けて開
放している。
【００３３】
　図５および図６に示すように、本実施形態の膨出部３０は、第一隆起部３４および第二
隆起部３５を有する。第一隆起部３４および第二隆起部３５は、主部３１の上面３１ａに
設けられている。第一隆起部３４および第二隆起部３５は、上方に向けて隆起している。
第一隆起部３４は、第一方向Ｘにおいて、一方のフレーム側係合部２７Ａと対向している
。第二隆起部３５は、第一方向Ｘにおいて、他方のフレーム側係合部２７Ｂと対向してい
る。
【００３４】
　平面視における第一隆起部３４の形状は、三角形である。第一隆起部３４は、対向面３
４ａを有する。対向面３４ａは、第一方向Ｘにおいてフレーム側係合部２７Ａと対向する
面であり、例えば、第一方向Ｘと直交する面である。対向面３４ａとフレーム側係合部２
７Ａとの間には、わずかな隙間が設けられている。この隙間の大きさは、カバー側係合部
７３Ａが入り込むことを許容する程度の大きさである。
【００３５】
　第一排出孔３８は、フレーム側係合部２７Ａと対向面３４ａとの隙間から下方に向けて
延在している。図８に示すように、通路３８ｂの壁面は、対向面３４ａと連続している。
第一隆起部３４の上面３４ｂは、第一排出孔３８の開口３８ａよりも上方に位置している
。すなわち、第一隆起部３４は、開口３８ａよりも上方の位置まで隆起している。また、
対向面３４ａは、第一方向Ｘにおいて、フレーム側係合部２７Ａの下部と対向している。
【００３６】
　平面視における第二隆起部３５の形状は、矩形である。第二隆起部３５は、対向面３５
ａを有する。対向面３５ａは、第一方向Ｘにおいてフレーム側係合部２７Ｂと対向する面
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であり、例えば、第一方向Ｘと直交する面である。対向面３５ａとフレーム側係合部２７
Ｂとの間には、わずかな隙間が設けられている。この隙間の大きさは、カバー側係合部７
３Ｂが入り込むことを許容する程度の大きさである。
【００３７】
　第二排出孔３９は、フレーム側係合部２７Ｂと対向面３５ａとの隙間から下方に向けて
延在している。図９に示すように、通路３９ｂの壁面は、対向面３５ａと連続している。
第二隆起部３５の上面３５ｂは、第二排出孔３９の開口３９ａよりも上方に位置している
。すなわち、第二隆起部３５は、開口３９ａよりも上方の位置まで隆起している。また、
対向面３５ａは、第一方向Ｘにおいて、フレーム側係合部２７Ｂの下部と対向している。
【００３８】
　図５および図６に示すように、第一側壁２２Ａは、フレーム側係合部２７Ａ，２７Ｂと
隣接するリブ２２ｆ，２２ｇを有する。リブ２２ｆ，２２ｇは、第二方向Ｙにおいてフレ
ーム側係合部２７Ａ，２７Ｂを挟んで配置されている。リブ２２ｆ，２２ｇは、軸方向Ｚ
に沿って延在しており、第二方向Ｙにおいてフレーム側係合部２７Ａ，２７Ｂと対向して
いる。一方のリブ２２ｆは、一方のフレーム側係合部２７Ａに対して凹部３３とは反対側
に配置されている。他方のリブ２２ｇは、他方のフレーム側係合部２７Ｂに対して凹部３
３とは反対側に配置されている。
【００３９】
　リブ２２ｆ，２２ｇは、第一側壁２２Ａとサイドカバー７との隙間を遮蔽する。図１お
よび図２に示すように、サイドカバー７がフレーム２に対して取り付けられている状態に
おいて、一方のリブ２２ｆは、サイドカバー７のカバー側係合部７３Ａと第一側壁２２Ａ
との隙間を遮蔽する。他方のリブ２２ｇは、サイドカバー７のカバー側係合部７３Ｂと第
一側壁２２Ａとの隙間を遮蔽する。リブ２２ｆ，２２ｇは、電気接続箱１に対して斜め方
向から水が掛けられた場合に、サイドカバー７とフレーム２との間に水が入り込むことを
規制できる。
【００４０】
　図５および図６に示すように、膨出部３０は、第一の溝４１および第二の溝４２を有す
る。第一の溝４１および第二の溝４２は、主部３１の上面３１ａに形成されており、第二
方向Ｙに沿って延在している。第一の溝４１は、第一隆起部３４とフレーム側係合部２７
Ａとの隙間から膨出部３０の縁まで延在している。第一の溝４１は、膨出部３０の縁にお
いて、第二方向Ｙに向けて開放している。言い換えると、第一の溝４１は、膨出部３０の
側方の空間に向けて開放している。第一の溝４１は、主部３１の上面３１ａから膨出部３
０の側方へ液体を排出する。
【００４１】
　第二の溝４２は、第一区間４２Ａおよび第二区間４２Ｂを有する。第一区間４２Ａは、
一方のフレーム側係合部２７Ａに対応する区間である。第二区間４２Ｂは、他方のフレー
ム側係合部２７Ｂに対応する区間である。第一区間４２Ａは、第一隆起部３４とフレーム
側係合部２７Ａとの隙間から凹部３３まで延在している。第二区間４２Ｂは、第二隆起部
３５とフレーム側係合部２７Ｂとの隙間から凹部３３まで延在している。第一区間４２Ａ
が設けられていることで、カバー側係合部７３Ａが第一隆起部３４とフレーム側係合部２
７Ａとの隙間に入り込むことができる。また、第二区間４２Ｂが設けられていることで、
カバー側係合部７３Ｂが第二隆起部３５とフレーム側係合部２７Ｂとの隙間に入り込むこ
とができる。
【００４２】
　図５および図６に示すように、フレーム側係合部２７Ａ，２７Ｂの基部２７ｃは、誘導
路２７ｍ，２７ｎを有する。一方の誘導路２７ｍは、一方のフレーム側係合部２７Ａに隣
接しており、他方の誘導路２７ｎは、他方のフレーム側係合部２７Ｂに隣接している。
【００４３】
　一方の誘導路２７ｍは、フレーム側係合部２７Ａとリブ２２ｆとの間に延在している。
誘導路２７ｍは、基部２７ｃの上面２７ｅの一部であり、係合部本体２７ｄに対して凹部
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３３とは反対側に位置している。誘導路２７ｍの端部は、第一の溝４１へ向けて開放して
いる。つまり、フレーム側係合部２７Ａと第一側壁２２Ａとの隙間に入った液体は、誘導
路２７ｍによって第一の溝４１に導かれる。液体は、第一の溝４１によって開口３８ａへ
導かれる。従って、誘導路２７ｍは、フレーム側係合部２７Ａと第一側壁２２Ａとの隙間
から第一排出孔３８の開口３８ａへと液体を導く。また、液体の一部は、第一の溝４１を
介して膨出部３０の側方へ排出される。
【００４４】
　他方の誘導路２７ｎは、フレーム側係合部２７Ｂとリブ２２ｇとの間に延在している。
誘導路２７ｎは、基部２７ｃの上面２７ｅの一部であり、係合部本体２７ｄに対して凹部
３３とは反対側に位置している。誘導路２７ｎは、フレーム側係合部２７Ｂと第一側壁２
２Ａとの隙間から第二排出孔３９の開口３９ａへと液体を導く。
【００４５】
　図１０に示すように、端子付き電線１３およびサイドカバー７は、フレーム２に対して
上方から取り付けられる。図１１に示すように、端子付き電線１３は、端子１４および電
線１５を有する。端子１４は、バスバ８に対して接続される接続部１４ａと、電線１５に
対して圧着される圧着部１４ｂと、を有する。接続部１４ａの形状は、平板形状である。
接続部１４ａは、雄ねじ部６２を挿通可能な孔部１４ｃを有する。端子１４は、接続部１
４ａと圧着部１４ｂとの間に屈曲部１４ｄを有する。端子１４は、接続部１４ａと圧着部
１４ｂとのなす角度が鈍角となるように、屈曲部１４ｄにおいて折れ曲がっている。
【００４６】
　図１２に示すように、サイドカバー７は、第一カバー部７１および第二カバー部７２を
有する。サイドカバー７の説明において、軸方向Ｚ、第一方向Ｘ、および第二方向Ｙは、
サイドカバー７がフレーム２に対して組み付けられた状態における方向である。
【００４７】
　第一カバー部７１および第二カバー部７２の長手方向は、第一方向Ｘである。第二カバ
ー部７２は、第一カバー部７１の一端につながっている。第一カバー部７１は、端子付き
電線１３の端子１４を上方および側方から覆う。また、第一カバー部７１は、膨出部３０
の主部３１の上面３１ａを上方から覆う。第二カバー部７２は、端子付き電線１３の電線
１５を上方および側方から覆う。第一カバー部７１は、一対の縦壁７１Ａ，７１Ｂ、頂壁
７１Ｃ、カバー側係合部７３Ａ，７３Ｂ、ガイド壁７４、上部壁７５、および端子保持部
７６を有する。第二カバー部７２の形状は、半筒形状である。第二カバー部７２は、第二
カバー部７２の先端へ向うに従って下方へ向かうように第一方向Ｘに対して傾斜している
。第一方向Ｘに対する第二カバー部７２の傾斜角度は、例えば、２０°から４０°の間の
角度であってもよい。
【００４８】
　一対の縦壁７１Ａ，７１Ｂは、それぞれ平板状に形成されている。縦壁７１Ａ，７１Ｂ
は、第二方向Ｙにおいて互いに対向しており、かつ相似な形状を有している。縦壁７１Ａ
，７１Ｂは、端子付き電線１３を第二方向Ｙの両側から覆う。縦壁７１Ａ，７１Ｂの下端
の裾部７１ｓは、第一方向Ｘに沿って延在しており、例えば、第一方向Ｘと平行である。
裾部７１ｓには、第一方向Ｘに沿って延在する線状のリブ７１ｔが設けられている。頂壁
７１Ｃは、縦壁７１Ａ，７１Ｂの上端同士をつないでいる。頂壁７１Ｃは、端子付き電線
１３を上方から覆う。
【００４９】
　一方の縦壁７１Ａには、カバー側係合部７３Ａおよびガイド壁７４が設けられている。
他方の縦壁７１Ｂには、カバー側係合部７３Ｂおよびガイド壁７４が設けられている。カ
バー側係合部７３Ａ，７３Ｂは、フレーム２のフレーム側係合部２７Ａ，２７Ｂとそれぞ
れ係合する。より詳しくは、一方のフレーム側係合部２７Ａは、カバー側係合部７３Ａに
挿入され、カバー側係合部７３Ａと係合する。他方のフレーム側係合部２７Ｂは、カバー
側係合部７３Ｂに挿入され、カバー側係合部７３Ｂと係合する。カバー側係合部７３Ａが
フレーム側係合部２７Ａと係合し、かつカバー側係合部７３Ｂがフレーム側係合部２７Ｂ
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と係合することで、サイドカバー７がフレーム２の第一側壁２２Ａに対して固定される。
【００５０】
　カバー側係合部７３Ａ，７３Ｂは、角筒状に形成されている。カバー側係合部７３Ａ，
７３Ｂは、第一面７３ｃおよび第二面７３ｄを有する。第一面７３ｃは、第二方向Ｙを向
く面である。第二面７３ｄは、第一方向Ｘを向く面であり、第二カバー部７２の側を向い
ている。
【００５１】
　図１３に示すように、カバー側係合部７３Ａ，７３Ｂは、アーム７３ｅを有する。アー
ム７３ｅは、下端が固定された片持ち状の片部であり、可撓性を有している。アーム７３
ｅは、上方に向けて延出している。アーム７３ｅの先端部には、突起７３ｇが設けられて
いる。突起７３ｇは、カバー側係合部７３Ａ，７３Ｂの内方に向けて第一方向Ｘに沿って
突出している。突起７３ｇは、上方を向く対向面７３ｆを有する。対向面７３ｆは、フレ
ーム側係合部２７Ａ，２７Ｂの凹部２７ｊによって係止される。
【００５２】
　ガイド壁７４は、軸方向Ｚに沿って延在する第一壁７４Ａおよび第二壁７４Ｂを有する
。第一壁７４Ａおよび第二壁７４Ｂは、第一方向Ｘにおいて互いに対向している。第一カ
バー部７１は、フレーム２の切欠き部２６を閉塞するように第一側壁２２Ａに対して取り
付けられる。このときに、第一側壁２２Ａは、第一壁７４Ａと第二壁７４Ｂとの間に入り
込み、軸方向Ｚに沿ってサイドカバー７を案内する。第一壁７４Ａおよび第二壁７４Ｂと
、第一側壁２２Ａとにより、水等の侵入を規制する迷路構造が形成される。
【００５３】
　上部壁７５は、頂壁７１Ｃから上方に向けて突出している。上部壁７５は、第一側壁２
２Ａの切欠き部２６の上部を閉塞する。図２に示すように、上部壁７５は、第一側壁２２
Ａの外壁面と連続した壁面を構成し、フレーム本体２０の外壁として機能する。
【００５４】
　図１０に示すように、サイドカバー７は、端子保持部７６によって端子１４を保持した
状態でフレーム２に対して固定される。端子付き電線１３がボルトユニット６に対して取
り付けられる際には、端子１４の孔部１４ｃに雄ねじ部６２が挿通される。端子１４の接
続部１４ａは、バスバ８の上に載置される。端子１４は、ナット１６によってバスバ８に
対して締結される。ナット１６は、雄ねじ部６２の螺合部６２ａに対して螺合し、端子１
４をバスバ８に対して物理的および電気的に接続させる。バスバ８は、端子１４と、リレ
ー１０やヒューズ１１等の電子部品とを接続する。端子１４がボルトユニット６に対して
固定された状態において、電線１５は、ボルトユニット６から遠ざかる方向へ向けて斜め
下方に延在する。電線１５には、バッテリ等の電源が接続される。なお、端子付き電線１
３およびサイドカバー７は、フレーム２に対して個別に取り付けられてもよい。例えば、
端子付き電線１３がボルトユニット６に対して取り付けられた後に、サイドカバー７がフ
レーム２に対して取り付けられてもよい。
【００５５】
　図１４および図１５には、洗浄水を排出する排出経路が示されている。図１４に矢印Ｙ
１で示すように、洗浄水が第一側壁２２Ａに当たると、洗浄水が第一側壁２２Ａの外側面
に沿って拡散する。第一側壁２２Ａに沿って流れ落ちた洗浄水は、矢印Ｙ２で示すように
、誘導路２７ｍから第一の溝４１を経由して第一排出孔３８へ流入する。本実施形態の電
気接続箱１は、誘導路２７ｍおよび第一の溝４１を有することで、第一側壁２２Ａとカバ
ー側係合部７３Ａとの隙間に流入した洗浄水を速やかに第一排出孔３８へ流入させること
ができる。よって、電気接続箱１は、第一側壁２２Ａとカバー側係合部７３Ａとの隙間に
おける水圧の上昇を抑制することができる。これにより、洗浄水が第一側壁２２Ａに沿っ
て吹き上がることが抑制され、フレーム２の内部への洗浄水の流入が抑制される。
【００５６】
　図１４に矢印Ｙ３で示すように、洗浄水がカバー側係合部７３Ａの第二面７３ｄに当た
ると、洗浄水が第二面７３ｄに沿って拡散する。第二面７３ｄに沿って流れ落ちた洗浄水
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は、第一排出孔３８へ流入する。本実施形態の第二面７３ｄの上部には、張り出し部７３
ｈが設けられている。張り出し部７３ｈは、洗浄水が上方に吹き上がることを規制する。
また、縦壁７１Ａの裾部７１ｓと第一隆起部３４との隙間に入った洗浄水は、矢印Ｙ４で
示すように、第一排出孔３８へ流入する。このように、本実施形態の電気接続箱１は、洗
浄水を速やかに第一排出孔３８へ流入させることができる。
【００５７】
　また、第一隆起部３４は、カバー側係合部７３Ａの下部と第一方向Ｘにおいて対向して
いる。つまり、第一隆起部３４と、カバー側係合部７３Ａの第二面７３ｄとの間には、軸
方向Ｚに沿った通路が形成されている。この通路は、第一排出孔３８につながっており、
かつ第一隆起部３４によって遮蔽されている。これにより、カバー側係合部７３Ａに当た
る洗浄水が第一排出孔３８に流れ込みやすくなる。
【００５８】
　図１５に矢印Ｙ５で示すように、第一側壁２２Ａに沿って流れ落ちた洗浄水は、誘導路
２７ｎを経由して第二排出孔３９へと流入する。また、矢印Ｙ６で示すように、カバー側
係合部７３Ｂの第二面７３ｄに沿って流れ落ちた洗浄水は、第二排出孔３９へ流入する。
また、第二隆起部３５と縦壁７１Ｂとの隙間に入った洗浄水は、矢印Ｙ７で示すように第
二排出孔３９へ流入する。このように、本実施形態の電気接続箱１は、洗浄水を速やかに
第二排出孔３９へ流入させることができる。よって、電気接続箱１は、フレーム２の内部
への洗浄水の流入を効果的に抑制することができる。
【００５９】
　また、第二隆起部３５は、カバー側係合部７３Ｂの下部と第一方向Ｘにおいて対向して
いる。つまり、第二隆起部３５と、カバー側係合部７３Ｂの第二面７３ｄとの間には、軸
方向Ｚに沿った通路が形成されている。この通路は、第二排出孔３９につながっており、
かつ第二隆起部３５によって遮蔽されている。これにより、カバー側係合部７３Ｂに当た
る洗浄水が第二排出孔３９に流れ込みやすくなる。
【００６０】
　また、図１６に示すように、カバー側係合部７３Ａの第二面７３ｄに当たった洗浄水の
一部は、矢印Ｙ８で示すように、第一の溝４１を経由して膨出部３０の側方に排出される
。よって、本実施形態の電気接続箱１は、カバー側係合部７３Ａに当たる洗浄水の勢いを
利用して、洗浄水を速やかに排出させることができる。
【００６１】
　図１７を参照して説明するように、第一隆起部３４および第二隆起部３５は、サイドカ
バー７の内部へ洗浄水が流入することを規制する。図１７に示すように、第一隆起部３４
は、第二方向Ｙにおいて、縦壁７１Ａの裾部７１ｓと対向する。第一隆起部３４には、縦
壁７１Ａのリブ７１ｔを係止する凹部３４ｃが設けられている。第一隆起部３４は、縦壁
７１Ａのリブ７１ｔを側方から覆い、裾部７１ｓを遮蔽している。よって、第一隆起部３
４は、サイドカバー７の内部へ洗浄水が浸入することを規制する。第一隆起部３４と裾部
７１ｓとの隙間に浸入した洗浄水は、凹部３３に流入し、矢印Ｙ９で示すように孔部３３
ｅから外部空間に排出される。
【００６２】
　第二隆起部３５は、第二方向Ｙにおいて、縦壁７１Ｂの裾部７１ｓと対向する。第二隆
起部３５には、縦壁７１Ｂのリブ７１ｔを係止する凹部３５ｃが設けられている。第二隆
起部３５は、縦壁７１Ｂのリブ７１ｔを側方から覆い、裾部７１ｓを遮蔽している。よっ
て、第二隆起部３５は、サイドカバー７の内部へ洗浄水が浸入することを規制する。第二
隆起部３５と裾部７１ｓとの隙間に浸入した洗浄水は、凹部３３に流入し、矢印Ｙ１０で
示すように孔部３３ｅから外部空間に排出される。
【００６３】
　以上説明したように、本実施形態の電気接続箱１は、フレーム２と、サイドカバー７と
、を有する。フレーム２は、第一側壁２２Ａと、膨出部３０と、フレーム側係合部２７Ａ
，２７Ｂと、を有する。第一側壁２２Ａの上縁部２２ｕには、切欠き部２６が形成されて
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いる。膨出部３０は、切欠き部２６の下方において第一側壁２２Ａから膨出している。フ
レーム側係合部２７Ａ，２７Ｂは、切欠き部２６に対して上側に位置し、かつ第一側壁２
２Ａとつながっている。
【００６４】
　サイドカバー７は、フレーム側係合部２７Ａ，２７Ｂと係合するカバー側係合部７３Ａ
，７３Ｂを有する。サイドカバー７は、切欠き部２６を介してフレーム２から引き出され
る電線１５および膨出部３０を上方から覆う。膨出部３０には、第一排出孔３８および第
二排出孔３９が形成されている。第一排出孔３８は、フレーム側係合部２７Ａの下端に配
置された開口３８ａを有し、開口３８ａと、膨出部３０よりも下方の空間と、を連通する
。第二排出孔３９は、フレーム側係合部２７Ｂの下端に配置された開口３９ａを有し、開
口３９ａと、膨出部３０よりも下方の空間と、を連通する。
【００６５】
　本実施形態の電気接続箱１において、フレーム側係合部２７Ａ，２７Ｂやカバー側係合
部７３Ａ，７３Ｂに当たる洗浄水等の液体は、第一排出孔３８および第二排出孔３９を介
して速やかに排出される。また、第一側壁２２Ａに当たる液体が第一排出孔３８および第
二排出孔３９を介して速やかに排出される。よって、本実施形態の電気接続箱１は、第一
側壁２２Ａの近傍に液体が滞留することを抑制し、フレーム２の内部への液体の浸入を抑
制することができる。
【００６６】
　本実施形態の電気接続箱１において、開口３８ａ，３９ａの一部３８ｃ，３９ｃは、フ
レーム側係合部２７Ａ，２７Ｂよりも第一側壁２２Ａとは反対側に位置している。よって
、フレーム側係合部２７Ａ，２７Ｂやカバー側係合部７３Ａ，７３Ｂに当たる液体は、速
やかに第一排出孔３８および第二排出孔３９を介して排出される。
【００６７】
　本実施形態の膨出部３０は、第一隆起部３４および第二隆起部３５を有する。第一隆起
部３４および第二隆起部３５は、フレーム側係合部２７Ａ，２７Ｂに対して第一側壁２２
Ａとは反対側に位置している。第一隆起部３４は、第一排出孔３８の開口３８ａよりも上
方の位置まで隆起しており、かつカバー側係合部７３Ａの下部と対向している。第二隆起
部３５は、第二排出孔３９の開口３９ａよりも上方の位置まで隆起しており、かつカバー
側係合部７３Ｂの下部と対向している。この構成により、カバー側係合部７３Ａ，７３Ｂ
に当たる液体が第一排出孔３８および第二排出孔３９に流れ込みやすくなる。
【００６８】
　本実施形態の膨出部３０は、第一の溝４１を有する。第一の溝４１は、第一隆起部３４
とフレーム側係合部２７Ａとの隙間から膨出部３０の縁まで延在している。第一の溝４１
は、第一隆起部３４とフレーム側係合部２７Ａとが対向する第一方向Ｘと交差する方向に
延在し、かつ膨出部３０の側方の空間に向けて開放している。第一の溝４１は、フレーム
側係合部２７Ａに当たる液体の圧力を利用し、液体を側方の空間に排出させることができ
る。
【００６９】
　本実施形態のフレーム側係合部２７Ａ，２７Ｂは、第一側壁２２Ａとつながっている基
部２７ｃと、係合部本体２７ｄと、を有する。係合部本体２７ｄは、基部２７ｃから上方
に向けて突出しており、かつ第一側壁２２Ａと対向している。基部２７ｃの上面２７ｅは
、開口３８ａ，３９ａよりも上方に位置している。上面２７ｅは、フレーム側係合部２７
Ａ，２７Ｂと第一側壁２２Ａとの隙間から開口３８ａ，３９ａへと液体を導く誘導路２７
ｍ，２７ｎを有する。誘導路２７ｍ，２７ｎは、フレーム側係合部２７Ａ，２７Ｂと第一
側壁２２Ａとの隙間に液体が滞留することを抑制し、フレーム２の内部への液体の流入を
抑制することができる。
【００７０】
　膨出部３０が第一の溝４１を有する場合、誘導路２７ｍは第一の溝４１へと液体を導い
てもよい。この構成によれば、第一の溝４１に流入した液体は、開口３８ａまたは膨出部
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３０の側方へ排出される。
【００７１】
［実施形態の変形例］
　第一排出孔３８および第二排出孔３９の配置や形状は、実施形態において例示された配
置や形状には限定されない。第一排出孔３８および第二排出孔３９の配置や形状は、洗浄
水等の液体を効率的に排出することができるように適宜定められる。
【００７２】
　膨出部３０の配置や形状は、実施形態において例示された配置や形状には限定されない
。膨出部３０の配置や形状は、例えば、サイドカバー７の下部を覆うことができるように
適宜定められる。膨出部３０は、脚部３２に相当する部分を有していなくてもよい。この
場合、第一固定部２１Ａは、フレーム２において膨出部３０とは異なる部分に配置されて
もよい。
【００７３】
　上記の実施形態および変形例に開示された内容は、適宜組み合わせて実行することがで
きる。
【符号の説明】
【００７４】
　１　電気接続箱
　２　フレーム
　３　アッパカバー
　３ａ　係合部
　４　ロアカバー
　４ａ　係合部
　５　ブロック
　６　ボルトユニット
　７　サイドカバー
　８　バスバ
　１０　リレー
　１１　ヒューズ
　１３　端子付き電線
　１４　端子
　１４ａ：接続部、　１４ｂ：圧着部、　１４ｃ：孔部、　１４ｄ：屈曲部
　１５　電線
　１６　ナット
　２０　フレーム本体
　２０ｕ：第一開口、　２０ｄ：第二開口、　２０ｔ：外壁
　２１Ａ：第一固定部、　２１Ｂ：第二固定部、
　２１ｃ，２１ｄ：貫通孔
　２２Ａ：第一側壁、　２２Ｂ：第二側壁、　２２Ｃ：第三側壁、　２２Ｄ：第四側壁
　２２ｅ：上端、　２２ｆ、２２ｇ：リブ、　２２ｕ：上縁部
　２６　切欠き部
　２７Ａ，２７Ｂ：フレーム側係合部
　２７ｃ：基部、　２７ｄ：係合部本体、　２７ｅ：上面、　２７ｆ：下面、
　２７ｇ：前面、　２７ｈ：背面、　２７ｊ：凹部、　２７ｍ，２７ｎ：誘導路
　３０　膨出部
　３１　主部
　３１ａ　上面
　３２　脚部
　３３　凹部
　３３ａ：開口、　３３ｂ：第一仕切壁、　３３ｃ：第二仕切壁、　３３ｄ：底壁、
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　３３ｅ：孔部、　３３ｆ，３３ｇ，３３ｈ，３３ｉ：内壁
　３４　第一隆起部
　３４ａ：対向面、　３４ｂ：上面、　３４ｃ：凹部
　３５　第二隆起部
　３５ａ：対向面、　３５ｂ：上面、　３５ｃ：凹部
　３６　外壁
　３６ｕ：上端部
　３７　内部空間
　３７ａ，３７ｂ，３７ｃ，３７ｄ　小空間
　３８　第一排出孔
　３８ａ：開口、　３８ｂ：通路、　３８ｃ：一部
　３９　第二排出孔
　３９ａ：開口、　３９ｂ：通路、　３９ｃ：一部
　４１　第一の溝
　４２　第二の溝
　４２Ａ：第一区間、　４２Ｂ：第二区間
　７１　第一カバー部
　７１Ａ，７１Ｂ：縦壁、　７１Ｃ：頂壁、
　７１ｓ：裾部、　７１ｔ：リブ
　７２　第二カバー部
　７３Ａ，７３Ｂ　カバー側係合部
　７３ｃ：第一面、　７３ｄ：第二面、　７３ｅ：アーム、　７３ｆ：対向面、
　７３ｇ：突起、　７３ｈ：張り出し部
　７４　ガイド壁
　７５　上部壁
　７６　端子保持部
　ＷＨ　ワイヤハーネス
　Ｘ　第一方向
　Ｙ　第二方向
　Ｚ　軸方向
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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